
２
０
１
９
年
５
月
、
住
友
林
業
グ
ル
ー
プ
が
公
表

し
た
中
期
経
営
計
画
は
、
立
案
に
あ
た
っ
て
基
本
方

針
の
１
つ
に
「
事
業
と
Ｅ
Ｓ
Ｇ（
環
境
・
社
会
・
ガ

バ
ナ
ン
ス
）へ
の
取
り
組
み
の
一
体
化
推
進
」
を
掲

げ
て
い
る
。
国
内
外
で
の
山
林
経
営
、
木
造
住
宅
・

建
築
事
業
に
加
え
、
中
大
規
模
建
築
物
の
木
造
化
・

木
質
化
を
推
進
す
る
木
化
事
業
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム

運
営
事
業
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
な
ど
、
再
生
可

能
な
自
然
資
源
で
あ
る
「
木
」
が
経
営
の
中
心
に
あ

る
企
業
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
、
環
境
側
面
の
課
題
は

常
に
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。

経
営
理
念
に
基
づ
い
た
環
境
と
経
済
の
統
合

そ
ん
な
住
友
林
業
グ
ル
ー
プ
が
中
期
経
営
計
画
の

基
本
方
針
に
掲
げ
た
「
事
業
と
Ｅ
Ｓ
Ｇ
へ
の
取
り
組

み
の
一
体
化
推
進
」
こ
そ
、
２
０
１
８
年
１０
月
に
改

定
さ
れ
た
「
経
団
連
生
物
多
様
性
宣
言
・
行
動
指

針
」
で
う
た
わ
れ
て
い
る
「
環
境
統
合
型
経
営
」
の

具
現
化
に
ほ
か
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

「
環
境
統
合
型
経
営
」
と
は
い
か
な
る
経
営
か
。
そ

の
問
い
に
答
え
る
際
、
住
友
林
業
グ
ル
ー
プ
に
は
振

り
返
る
歴
史
が
あ
る
。
１
６
９
１
年
、
愛
媛
県
新
居

浜
市
に
あ
る
別
子
銅
山
を
住
友
家
が
開
坑
し
た
の
に

伴
い
鉱
山
備
林
経
営
を
担
っ
た
、
住
友
林
業
グ
ル
ー

プ
の
創
業
で
あ
る
。
坑
木
や
銅
製
錬
の
燃
料
用
薪
炭

の
た
め
の
木
材
調
達
だ
。
し
か
し
明
治
期
に
入
る
こ

ろ
に
は
採
掘
技
術
が
進
化
し
、
結
果
、
過
伐
採
と
製

錬
時
の
煙
害
に
よ
り
別
子
銅
山
は
一
木
一
草
な
い
は

げ
山
と
化
し
て
し
ま
う
。
大
地
か
ら
の
恵
み
で
事
業

を
行
っ
て
い
な
が
ら
自
然
を
荒
廃
す
る
に
任
せ
て
お

く
こ
と
は
で
き
な
い
と
、「
大
造
林
計
画
」
を
開
始

し
た
の
は
１
８
９
４
年
の
こ
と
。
苗
畑
を
整
備
し
、

多
い
年
に
は
年
間
２
０
０
万
本
以
上
を
植
林
、
青
々

と
し
た
森
に
再
生
さ
せ
た
。「
人
と
地
球
環
境
に
や

さ
し
い
『
木
』
を
活
か
し
、
人
々
の
生
活
に
関
す
る

あ
ら
ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
持
続
可
能
で
豊
か
な

社
会
の
実
現
に
貢
献
」
す
る
こ
と
は
経
営
理
念
に
う

た
わ
れ
て
お
り
、「
環
境
統
合
型
経
営
」
の
考
え
方

は
す
で
に
当
社
グ
ル
ー
プ
の
経
営
の
中
心
に
据
え
ら

れ
て
い
る
と
い
え
る
。

冒
頭
に
紹
介
し
た
中
期
経
営
計
画
に
は
、「
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
編
」
と
し
て
非
財
務
目
標
を
組
み
込

ん
だ
。
そ
の
土
台
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
２
０
１
５

年
に
特
定
し
た
重
要
課
題
だ
。
財
務
諸
表
に
表
れ
な

い
非
財
務
情
報
を
効
率
的
に
管
理
す
る
た
め
、
２
７

０
０
名
を
超
え
る
社
内
外
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に

よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
経
営
層
の
視
点
か
ら
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ（
Ｅ
Ｓ
Ｇ
）の
重
要
性
判
断
を
行
い
、

２
０
０
８
年
に
続
き
あ
ら
た
め
て
特
定
し
た
。「
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
編
」
は
、
１５
の
定
性
目
標
に
基
づ

き
、
各
事
業
本
部
・
グ
ル
ー
プ
子
会
社
が
課
題
解
決

に
向
け
た
定
量
目
標
を
設
定
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
手
法

で
管
理
し
て
い
る
。
定
量
目
標
に
は
、
環
境
課
題
の

定
番
で
あ
る
産
業
廃
棄
物
削
減
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
向

上
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
な
ど
に
加
え
、
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
量

や
木
質
チ
ッ
プ
の
集
荷
・
販
売
量
の
ほ
か
、
生
物
多

飯
塚
優
子

い
い
づ
か

ゆ
う
こ

Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
時
代
に
目
指
す

住
友
林
業
の「
環
境
統
合
型
経
営
」

住
友
林
業
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
推
進
室
長
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様
性
保
全
の
た
め
の
自
生
種
の
販
売
本
数
、
認
証
木

材
の
販
売
比
率
向
上
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
非
財
務
目
標
は「
プ
レ
財
務
情
報
」と
呼
ば

れ
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
に
、
直
近
の
財
務
報
告
書
に

は
表
れ
て
こ
な
い
が
将
来
の
業
績
に
影
響
を
与
え
る

も
の
だ
。「
環
境
に
配
慮
」す
る
の
で
は
な
く
、
経
営

の
な
か
に
統
合
・
管
理
さ
れ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
社
長
を
委
員
長
と
す
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
推
進
委

員
会
で
進
捗
管
理
さ
れ
、
統
合
報
告
書
お
よ
び
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
レ
ポ
ー
ト
で
対
外
開
示
し
て
い
る
。

環
境
統
合
型
経
営
と
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
へ
の
対
応

環
境
配
慮
の
取
り
組
み
を
地
道
に
積
み
重
ね
て
き

た
多
く
の
日
本
企
業
に
と
っ
て
「
環
境
統
合
型
経

営
」
の
考
え
方
は
大
変
親
和
性
の
高
い
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
文
脈
で
と
ら
え
る
と
、
Ｅ
Ｓ

Ｇ
投
資
へ
の
対
応
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
当
社
の

例
で
言
え
ば
、
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ（
気
候
変
動
関
連
財
務
情

報
開
示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
）提
言
へ
の
賛
同
表
明
や
、

Ｓ
Ｂ
Ｔ（
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
目
標
）設
定
、
世
界

共
通
言
語
と
な
っ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発

目
標
）へ
の
取
り
組
み
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

Ｓ
Ｂ
Ｔ
は
、
企
業
に
よ
る
パ
リ
協
定
へ
の
コ
ミ
ッ

ト
だ
。
２
０
１
７
年
度
比
で
２
０
３
０
年
度
ま
で
に

グ
ル
ー
プ
全
体
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出（
ス
コ
ー
プ

１
、
２
（
注
１
）
）を
２１
％
削
減
、
ス
コ
ー
プ
３
（
注
２
）
で
１６
％
削
減

す
る
目
標
は
、
Ｓ
Ｂ
Ｔ
事
務
局
に
よ
り
２
０
１
８
年

７
月
に
認
定
さ
れ
、
各
事
業
本
部
の
中
期
計
画
に
定

量
的
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。
当
社
グ
ル
ー
プ
の
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量（
ス
コ
ー
プ
１
、２
）は
２
０
１

８
年
度
で
約
３８
万
ｔ
と
い
う
レ
ベ
ル
で
は
あ
る
が
、

全
体
で
は
商
品
の
使
用
時
な
ど
を
含
む
ス
コ
ー
プ
３

が
９７
％
を
占
め
て
い
る
。
商
品＝

木
造
住
宅
を
消
費

者
へ
提
供
す
る
会
社
と
し
て
、
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
ハ

ウ
ス
の
普
及
促
進
に
よ
る
ス
コ
ー
プ
３
低
減
の
明
確

な
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
は
、
重
要
な
気
候
変
動
対

策
で
あ
る
と
同
時
に
当
社
グ
ル
ー
プ
の
企
業
姿
勢
を

示
す
こ
と
で
も
あ
る
。

グ
リ
ー
ン
・コ
ン
バ
ー
チ
ブ
ル
ボ
ン
ド
の
発
行

社
内
体
制
整
備
や
具
体
的
な
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
取
り
組
み

に
加
え
、
情
報
開
示
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き

た
こ
と
で
、
当
社
グ
ル
ー
プ
は
、
Ｓ
Ｒ
Ｉ（
社
会
的

責
任
投
資
）、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
の
各
方
面
か
ら
概
ね
高

い
評
価
を
得
て
い
る
。
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
Ｃ
Ｄ
Ｐ

の
気
候
変
動
Ａ
リ
ス
ト
に
４
年
連
続
で
選
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
や
、
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ（
年
金
積
立
金
管
理
運
用

独
立
行
政
法
人
）が
設
定
し
た
Ｅ
Ｓ
Ｇ
指
数
４
つ
す

べ
て
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
こ
う
し
た
強

み
を
活
か
し
、
２
０
１
８
年
に
は
世
界
初
の
グ
リ
ー

ン
・
コ
ン
バ
ー
チ
ブ
ル
ボ
ン
ド（
１
０
０
億
円
）を
発

行
。
２
０
１
６
年
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
取
得
し

た
約
３
万
ha
の
Ｆ
Ｓ
Ｃ（
森
林
管
理
協
議
会
）認
証
林

の
取
得
資
金
の
リ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
充
て
て
い
る
。

Ｅ
Ｓ
Ｇ
取
り
組
み
の
是
非
は
、
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー

ジ
や
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
リ
ス
ク
と
関
連
付
け
て
語

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
気
候
変
動
関
連

は
特
に
不
確
実
性
が
高
い
の
で
、
リ
ス

ク
と
機
会
に
つ
い
て
具
体
的
な
財
務
イ

ン
パ
ク
ト
を
示
す
こ
と
に
は
躊
躇
も
あ

る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
グ
リ
ー
ン
ボ
ン

ド
を
は
じ
め
市
場
か
ら
の
資
金
調
達
や

低
金
利
で
の
融
資
な
ど
、
経
営
の
あ
ら

ゆ
る
側
面
に
そ
の
成
果
が
活
用
さ
れ
て

い
く
こ
と
で
、
企
業
経
営
の
な
か
に
真

に
統
合
さ
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

貢献するSDGs目標

１地球温暖化対策や生物多様性保全と両立する山林経営
２持続可能な森林資源の活用拡大
３持続可能なサプライチェーンの構築

４環境配慮型商品・サービスの拡大
※脱炭素社会に向けた温室効果ガス排出量削減
（SBT：スコープ３）を含む

５生物多様性に配慮した環境づくり
６社会課題の解決に貢献するビジネスの拡大
７持続可能で革新的な技術開発の推進

８脱炭素社会に向けた温室効果ガス排出量削減
（SBT：スコープ１・２）
９資源保護および廃棄物排出削減とゼロエミッションの
達成

１０水資源の節減・有効利用

１１多様な発想と働きがいで活力を生む職場づくり
１２若年層育成と高齢者活用による人財の確保
１３働きかた改革による長時間労働の削減
１４労働災害事故の撲滅

１５リスク管理・コンプライアンス体制の強化

重要課題

持続可能性と生物多様
性に配慮した木材・資
材調達の継続

安心・安全で環境と社
会に配慮した製品・サ
ービスの開発・販売の
推進

事業活動における環境
負荷低減の推進

多様な人財が能力と個
性を活かし、いきいき
と働くことができる職
場環境づくりの推進

企業倫理・ガバナンス
体制の強化

（注１）スコープ１：自社での燃料使用等による温室効果ガスの直接排出
スコープ２：購入した電力・熱による温室効果ガスの間接排出

（注２）スコープ３：サプライチェーンの温室効果ガス排出量

図表 住友林業グループCSR重要課題とSDGsへの貢献

明治期に銅山経営の影響で荒廃し
た別子の山並み（住友史料館所蔵）

現在の別子の山並み

「環境統合型経営」で環境と成長の好循環を実現する
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